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提出された学位申請論文「乳由来カルシウムの摂取が糖尿病モデルマウスの糖代謝および膵

臓機能に及ぼす影響」の内容に関する査読審査を行った。

カルシウムの過不足により、 栖尿病のリスクにどのように影響するのか、 糖尿病モデルマウ

スを用いて膵臓の機能を中心に凋べた研究である。そして力）レシウムの中でも牛乳「ードのカルシ
ウムが糖尿病モデルマウスの膵臓の機熊維持に、 有効であること、 どの成分が寄与しているか

を明らかにした研究である。

研究の背景として、 カルシウムの摂取不足あるいは乳製品の摂取量誡少が2型糖尿病ならび

に肥満発症のリスクとI具］連があるという研究報告が2000年以降多く発表された。 すでに、 山

請者は修士諭文でカルシウム摂取による内臓胴肋占汁責抑制作川についてマウスを用いて検証

し、 論文として報告している。 今[i.tJの研究は、 カルシウム摂取による糖尿病のリスク低誡を検

証すべく膵臓の機能に許目して研究したものである。

論文は6章で構成されている。 第1章は、 研究の背景、 先行研究と修士論文から課店を整岬

した。

第2章は、 通常用いられる炭酸カルシウムを用いて、 摂取量())過不足が膵臓機椛にどのよう

に影馨するのか晶べた。試料はAIN-93G祖成を晶本祖成こし、 カルンウム合己か0.2品、0. 5ふ
1. 0%となるように炭酸カルシウムを配合した。 マウスの飼料ではカルシウムとして0. 5%配合

するのが標準で、 その半量と倍量で検討した。 その結果、 作用メカニズムは異なるが、 カルシ

ウムの摂取が過不足のいずれにおいても膵臓機能に悪影響を及ぼすことが示された。糖尿病の

初期段階で慢性低カルシウム摂取は、 膵臓での炎症を誘発し、 インスリン抵抗性を促進するこ

とが認められた。 また、 高カルシウム摂取では、 カルシウム摂取の低下とは異なり、 血清PTH

濃度が低下することで血清リン濃度が上昇し、インスリン抵抗性に影響している可能性が考え

られた。 本結果は、 日本栄養・食糧学会誌に投稿し、 掲載可と評価された。

第3章は、 炭酸カルシウムと牛乳由来のカルシウムを比較するため、 乳製品から牛乳の主要

なカルシウム形態であるミセル性リン酸カルシウム(MCP)を調製することを試みた。 市販のミ

ルクカルシウムはMCPの形態をしていないため、 自ら大量調製法を検討した。 検討の結果、 酸

性下で MCPをレンネットカゼインから分離し、 別途カゼインホスホペプチド(CPP)を加えるこ
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